
がんの診断・治療・経過などに関する情報を集め、保管・整理・解析する仕組みのことです。

登録は患者様が行うのではなく、病院や診療所が行います。

がん登録では、● 毎年どのくらいの数のがんが新たに診断されているか ( 罹患数 )

　　　　　　　● がんと診断された人がその後どのくらいの割合で生存しているか ( 生存率 )

などが分かります。これらの情報は、国や地域の実態に応じたがん対策を実施することに役立ちます。

医療機関

がんと診断されたすべての患者様が登録対象

国 ( 国立がん研究センター )

国が指定したがん診療連携拠点病院など

全国がん登録 ( 26項目 )

すべての病院と

都道府県の指定を受けた診療所

都道府県がん登録室

院内がん登録全国集計

各医療機関におけるがん診療の状況を把握

全国がん登録データベース

全都道府県のデータを国が一元管理

罹患数を把握

院内がん登録 ( 99項目 )

がん対策への反映

がん患者を減らす対策 早期発見に向けた対策 がん医療の評価

 


